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【主な経歴】
平成 7年　ユニ・チャーム株式会社入社
令和元年　ユニ・チャーム株式会社
　　　　　Global 業務改革本部　上級主管

谷　洋紀 さん
（昭和 36 年川之江町生まれ、横浜市在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　みなさん、四国中央市の名字ランキングというものを
ご存じですか？
　1 位は石川さん、2 位は高橋さん、3 位は鈴木さん、4
位は大西さん、5位は篠原さんです。私の友人はランキン
グ内にみんないます。私の「谷」は、85 位（推定 60 人）
でした。幼稚園・小・中・高校まで、授業の出席点呼で、
同じ名字の人が順番に呼ばれることは普通だと思ってい
ましたが、それが普通でないことに気付いたのは、ふる
さと四国中央市を離れてからでした。
　私の中でふるさとの風景と言えば「長

の ど か

閑な瀬戸内海
（燧

ひうちなだ

灘）」。今は廃止されましたが、ふるさとを離れる時に
乗船したバンパックフェリー（愛称）も懐かしい思い出
です。大阪万博（1970 年）が小学 2年生の時で、その時
期に開港したのがバンパックフェリーでした。千トン近
くの大きな船に、たくさんの車やトラックが乗り込んで
いくのを映画のワンシーンのように覚えています。大学
生になってから一人で乗ることもあり、7時間近くの乗船
時間でしたが、川之江港を離れる時の寂しさや神戸港に
着いた時の「都会に着いたぞ」という思いは、ふるさと
があるからこそ、感じた思い出です。
　現在、立派なものと言えば「川之江城」。子どものころは、
天守閣は無く、みんなの広場でした。その広場を囲むよ
うに桜の木がありました。祖父たち有志が植樹したその
桜が満開のころ、その広場を走り回った記憶があります。
そこから見えた瀬戸内海が、私のふるさとの原風景です。
　ふるさとアドバイザーに推薦して頂いて、その名刺に
は川之江城や夜景が印刷されています。それ以外に 65 番
札所の「三角寺」、奥の院 13 番札所の「仙龍寺」、堀切峠
近くの「水ケ峰地蔵」、妻鳥町の「東宮山古墳」を紹介し
ています。四国中央市（川之江）の風物詩として、春先
の百手祭り、夏の港の花火大会、太鼓の秋祭りもある事
も伝えないといけないと思っております。
　20 年前に妻鳥町に居を構えていたので、新しい「四国
中央市市民文化ホール」が市民の皆さまの憩いの場とな
る事を期待しております。微力ではありますが、お手伝
いさせていただけましたら幸いです。
　今後の四国中央市の発展を祈念しております。

ユニ・チャーム株式会社
Global 業務改革本部　上級主管　

広報 9月号のお詫びと訂正
　広報「四国中央」9月号 3ページに掲載しました、市民
ミュージカルの記事の中で、ご紹介した方のお名前に誤り
がありました。お詫びして訂正いたします。
【誤】鈴木大地さん
【正】鈴木元気さん

　8/23（金）、消防防災センターで、市内 26 校の小中
学校の児童・生徒 88 人と、教師や PTA、地域の方な
ど約 60 人が参加し、いじめ防止などに向けた取組を
推進するために開催されました。
　各学校が 1学期の取組事例やその成果などを発表し
合うなどし、参加者はどうすればいじめのない学校に
なるかについて、真剣に話し合っていました。

四国中央市いじめ STOP
愛顔（えがお）の子ども会議

三島・川之江高校書道部
インドネシアで書道の魅力を伝える !!

　三島・川之江高校の書道部合同チームが、9/8（日）
にインドネシアのジャカルタで開催された「ジャカル
タ日本祭り」に参加し、書道パフォーマンスを披露し
ました。9/6（金）に現地に入り、大型ショッピングモー
ルでパフォーマンスをしたり、書道のワークショップ
を行ったり、現地の方々に書道の魅力を伝えました。


